
王
治
本

　明
治
三
十
九
年

　北
海
道
に
お
け
る
詩
作
と
交
流 

　
　

―

小
樽
・
札
幌
・
室
蘭
・
函
館（
第
二
回
）

柴

　田

　清

　継

「
武
庫
川
国
文
」
第
九
十
号

　抜
刷

令
和
三
年
三
月
二
十
日

　発
行



　
　

㈡
十
月
二
十
八
日
、
清
客
王
漆
園
招
待
会

　
『
北
海
』
で
次
に
確
認
で
き
る
、
王
治
本
と
札
幌
在
住
及
び
滞
留
中
の
人
々

と
の
詩
文
交
流
は
、
札
幌
の
割
烹
料
亭
の
第
一
号
と
さ
れ
た
東
京
庵
で
十
月

二
十
八
日
に
催
さ
れ
た
、
王
治
本
の
招
待
会
で
あ
る
。
こ
れ
を
予
告
す
る
十
月

二
十
八
日
当
日
の
『
北
海
』
の
記
事
を
ま
ず
挙
げ
よ
う
。

清
客
王
漆
園
招
待
会　
　

関
場
理
堂
新
居
湘
香
小
川
黙
淵
諸
氏
の
発
起
に

て
今
二
十
八
日
午
後
一
時
よ
り
東
京
庵
に
於
て
目
下
滞
札
中
の
清
客
王
漆

園
氏
を
招
請
し
雅
筵
を
催
さ
る
ゝ
由
な
る
が
当
日
は
画
家
根
本
樵
谷
氏
も

出
席
し
席
上
書
画
の
揮
毫
も
あ
り
と
云
へ
は
定
め
て
盛
会
な
る
べ
し

　

関
場
理
堂
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
簡
単
に
触
れ
た
が
、
王
治
本
の
札
幌
滞
在

中
、
彼
は
王
治
本
を
何
日
間
か
自
宅
に
宿
泊
さ
せ
、
自
作
漢
詩
の
添
削
を
受
け

て
い
た
。
そ
う
し
た
交
流
の
跡
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
王
か
ら
理
堂
へ
の
書
簡

も
「
関
場
理
堂
資
料
」
の
中
に
あ
る
の
で
、
以
下
、
必
要
に
応
じ
適
宜
紹
介
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

　

小
川
黙
淵
（
一
八
六
七
～
？
）
は
、
忠ち
ゅ
う
の
す
け

之
助
が
そ
の
名
。
島
根
県
八
束
郡
意

束
村
の
出
身
。
当
時
、
北
海
タ
イ
ム
ス
編
輯
長
の
任
に
あ
っ
た
１
。
根
本
樵
谷

（
一
八
六
〇
～
一
九
一
三
）
は
、
上
総
（
千
葉
県
）
出
身
の
日
本
画
家
。
三
十
八
年

の
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
道
内
を
漫
遊
し
て
い
た
よ
う
で
、札
幌
で
は
王
治
本
同
様
、

理
堂
宅
に
滞
在
し
て
い
た
２
。

　

こ
の
日
の
招
待
会
に
は
、
ほ
か
に
も
数
人
が
出
席
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の

人
た
ち
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
詩
篇
が
、
十
月
三
十
一
日
、
十
一
月
一
日
、
二
日
、

五
日
、
七
日
、
九
日
に
わ
た
り
、『
北
海
』
文
苑
に
「
東
京
庵
雅
集
」
と
銘
打
っ

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
適
宜
詩
句
を
取
り
上
げ
つ
つ
紹
介
す
る
こ

と
に
す
る
。

　

皮
切
り
は
湘
香
の
作
品
で
あ
る
。

十
月
念
八
、
同
人
相
謀
、
招
請
漆
園
王
老
先
生
于
東
京
庵
、
開
雅
延マ
マ

、

酒
間
賦
呈

湘
香　

新
居　

敦

山
光
水
色
対
烟
嵐　
　

山
光　

水
色　

烟
嵐
〔
山
に
立
つ
も
や
〕
に
対
す

衰
髩
也
堪
吟
筆
簪　
　

衰
髩
〔
薄
く
な
っ
た
髪
〕
も
ま
た
吟
筆
の
簪
に
堪
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
り

文
徳
風
覃
北
海
道　
　

文
徳
の
風
は
覃
む　

北
海
道

名
流
星
聚
東
京
庵　
　

名
流
の
星
は
聚
ま
る　

東
京
庵

王
治
本　

明
治
三
十
九
年　

北
海
道
に
お
け
る
詩
作
と
交
流　

―
小
樽
・
札
幌
・
室
蘭
・
函
館
（
第
二
回
）

柴

田

清

継
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賓
鴻
爪
印
壮
心
遠　
　

賓
鴻　

爪　

印
し
て　

壮
心　

遠
く

叢
菊
香
開
晩
節
酣　
　

叢
菊　

香　

開
き
て　

晩
節　

酣
な
り

此
夕
幸
逢
青
眼
客　
　

此
の
夕
べ　

幸
い
に
逢
う　

青
眼
〔
喜
ん
で
迎
え
る
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
客

同
斟
月
下
伴
清
談　
　

同
に
月
下
に
斟
み　

清
談
に
伴は
べ

ら
ん

　

第
二
句
の
「
吟
筆
簪
」
は
、
皇
帝
の
起
居
注
を
つ
か
さ
ど
る
侍
臣
が
筆
を
耳

に
挟
ん
で
記
録
の
際
に
備
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
筆
簪
」
の
語
に
「
吟
」
を

か
ぶ
せ
て
、
杜
甫
「
春
望
」
詩
の
尾
聯
「
白
頭
搔
更
短
、
渾
欲
不
勝
簪
」
あ
た

り
と
絡
め
て
、〈
髪
が
薄
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
か
ろ
う
じ
て
ま
だ
随
時
詩
句

を
書
き
つ
け
る
た
め
の
筆
も
耳
に
挟
ん
で
（
も
し
く
は
髪
に
留
め
て
）
携
帯
す

る
こ
と
が
で
き
る
〉
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
開
会
の
挨
拶
と
も
言
え
る
よ
う
な
湘
香
の
こ
の
七
絶
の
後
、
こ
れ
を

畳
韻
し
た
同
じ
く
湘
香
の
作
が
続
く
。
一
つ
は
「
畳
韻
似
在
座
諸
彦
」
と
い
う

題
で
、他
の
出
席
者
へ
の
挨
拶
と
で
も
言
え
る
も
の
。も
う
一
つ
は「
衆
人
既
散
、

理
堂
詞
長
更
延
王
先
生
于
別
楼
、供
晩
餐
。
余
等
数
人
亦
与
焉
。
仍
用
前
韻
」〔
衆

人
既
に
散
ず
る
や
、
理
堂
詞
長
更
に
王
先
生
を
別
楼
に
延
き
て
、
晩
餐
を
供
す
。

余
等
数
人
も
亦
与
か
る
。
仍
お
前
韻
を
用
い
る
。〕
と
い
う
題
で
あ
る
。
こ
の

後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
晩
餐
の
時
に
詠
ま
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
後
し
ば
ら
く
、
湘
香
の
作
に
次
韻
し
た
も
の
が
続
く
が
、
ま
ず
は
王
治

本
の
「
次
湘
香
詞
宗
韻
、
率
成
一
律
博
粲
」
と
「
畳
韻
二
首
」
で
あ
る
。「
畳

韻
二
首
」
を
挙
げ
よ
う
。

　
　
　
　

畳
韻
二
首	

園　

王
治
本

閒
来
北
海
覧
秋
嵐　
　

閒
に
北
海
に
来
り
て
秋
嵐
を
覧
る

新
旧
良
朋
喜
盍
簪　
　

新
旧
の
良
朋　

盍
簪
〔
友
人
の
会
合
〕
を
喜
ぶ

弄
月
吟
花
名
士
筆　
　

月
を
弄
び
花
を
吟
ず　

名
士
の
筆

飜
経
読
画
定
僧
庵　
　

経
を
飜
し
画
を
読
む　

定
僧
〔
座
禅
し
て
入
定
し
た
僧
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
庵

萍
蹤
万
里
游
懐
濶　
　

萍
蹤　

万
里　

游
懐　

濶
く

楓
葉
半
林
酔
色
酣　
　

楓
葉　

半
林　

酔
色　

酣
な
り

今
夕
歓
娯
開
雅
集　
　

今
夕　

歓
娯
し
て　

雅
集
を
開
く

狂
歌
抜
剣
逞
雄
談　
　

狂
歌
し
剣
を
抜
き
て
３
雄
談
を
逞
し
く
せ
ん

探
覧
山
光
与
水
嵐　
　

山
光
と
水
嵐
と
を
探
覧
し

游
踪
随
処
訂
朋
簪　
　

游
踪　

随
処　

朋
簪
〔
友
人
た
ち
〕
と
訂
ぶ

求
仙
自
昔
伝
徐
福　
　

求
仙
は
昔
よ
り　

徐
福　

伝
わ
り

老
仏
同
郷
有
木
庵　
　

老
仏
は
同
郷
に　

木
庵
４　

有
り

翰
墨
場
中
看
墨
舞　
　

翰
墨
場
中　

墨
の
舞
う
を
看

歓
娯
席
上
覚
歓
酣　
　

歓
娯
席
上　

歓
び
酣
な
る
を
覚
ゆ

卅
年
寄
跡
扶
桑
地　
　

卅
年　

跡
を
寄
す　

扶
桑
の
地

対
坐
還
須
借
筆
談　
　

対
坐　

還な

お
須
い
る　

筆
を
借
り
て
談
ず
る
を

　

次
は
「
関
場
理
堂
資
料
」（
47-

17
）
に
も
原
稿
が
残
っ
て
い
る
、
関
場
理
堂

の
作
品
で
あ
る
。

十
月
念
八
、
同
人
招
請
王
漆
園
先
生
、
席
上
次
湘
香
詞
宗
韻関

場
理
堂

秋
満
江
関
多
翠
嵐　
　

秋　

江
関
に
満
ち
て　

翠
嵐　

多
く

動
将
吟
筆
到
朋
簪　
　

吟
筆
を
動
か
し
て
朋
簪
に
到
る
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清
醇
酒
溢
歓
娯
処　
　

清
醇　

酒
は
溢
る　

歓
娯
処

澹
泊
詩
推
老
学
庵　
　

澹
泊　

詩
は
推
す　

老
学
庵
〔
陸
游
の
こ
と
〕

菊
過
重
陽
芳
未
褪　
　

菊
は
重
陽
を
過
ぐ
る
も　

芳　

未
だ
褪
せ
ず

天
浮
行
雁
月
方
酣　
　

天
は
行
雁　

浮
か
び　

月　

方
に
酣
な
り

同
人
此
夕
邀
佳
客　
　

同
人　

此
の
夕
べ　

佳
客
を
邀
う

筵
席
不
妨
徹
夜
談　
　

筵
席　

妨
げ
ず　

夜
を
徹
し
て
談
ず
る
を

　

第
三
句
に
は
「
室
内
所
掲
扁
額
曰
歓
娯
処
韓
客
李
斗
璜
所
書
」
と
の
注
記
が

あ
る
。
李
斗
璜
（
一
八
五
八
～
一
九
一
六
）
は
、
雪
岳
と
号
し
、
一
八
九
五
年
（
明

治
二
十
八
年
）
に
起
き
た
所
謂
閔
妃
事
件
で
閔
妃
殺
害
に
関
与
し
た
嫌
疑
を
受

け
た
た
め
、
日
本
に
避
難
し
、
各
地
を
巡
り
歩
い
て
詩
文
交
流
を
行
っ
て
い
た

韓
国
人
で
あ
る
。
ほ
ぼ
一
年
前
の
三
十
八
年
十
月
七
日
に
は
、
富
山
で
の
地
元

文
人
の
宴
会
に
王
治
本
と
と
も
に
招
待
さ
れ
て
い
る
５
。
李
斗
璜
が
札
幌
を
訪

れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
後
で
言
及
す
る
こ
の
招
待
会
の
出
席
者
の
一
人
で
あ

る
逸
見
小
舫
の
『
小
舫
遺
稿
』
上
に
三
十
年
の
作
か
と
見
ら
れ
る
「
与
韓
客
李

斗
璜
」
が
あ
る
の
が
、
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

次
が
上
述
し
た
（
本
誌
前
号
四
十
頁
下
段
）
泉
百
道
の
作
で
あ
る
。
詩
句
に
判

読
で
き
な
い
字
が
あ
る
の
で
、
作
品
は
掲
げ
な
い
が
、
泉
百
道
の
人
物
に
つ
い

て
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
以
前
、
こ
の
件
に
関
し
て
、
あ
る
程

度
の
調
査
を
行
い
、そ
の
結
果
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
６
。泉
重
朝
が
本
名
で
、

尊
攘
論
を
主
張
し
て
京
都
・
長
門
な
ど
で
活
動
し
、
慶
応
二
年
、
藩
内
の
佐
幕

派
家
老
に
捕
ら
え
ら
れ
て
処
刑
さ
れ
た
泉
仙
介
（
一
八
二
七
～
一
八
六
七
）
―
い

わ
ゆ
る
「
村
松
藩
殉
難
七
士
」
の
一
人
―
の
長
男
で
あ
る
。
王
治
本
は
十
六
年

夏
か
ら
十
七
年
末
に
か
け
て
越
後
・
佐
渡
を
漫
遊
す
る
が
、清
仏
戦
争
が
起
こ
っ

た
十
七
年
当
時
、百
道
（
そ
の
こ
ろ
こ
の
号
を
名
乗
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
未
詳
だ
が
）

は
反
民
権
教
育
結
社
と
も
評
さ
れ
た
弥
彦
の
明
訓
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
。
そ

こ
へ
漫
遊
中
の
王
治
本
が
訪
ね
て
き
て
、
語
り
且
つ
酌
ん
だ
（
明
訓
学
校
在
籍
時

の
王
治
本
と
の
邂
逅
、
及
び
王
の
来
幌
を
知
っ
た
時
に
催
し
た
懐
旧
の
情
を
述
べ
て
い
る

の
が
、
十
月
二
十
八
日
『
北
海
』
所
載
の
作
品
で
あ
る
）。
さ
ら
に
、
百
道
が
そ
の
後

い
か
な
る
経
緯
で
渡
道
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
三
十
九
年
の
時
点
で
ほ
ぼ
知
命

に
は
達
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
当
時
の
『
北
海
』
文
苑
所
載

の
相
当
な
数
に
達
す
る
彼
の
作
品
に
は
隠
逸
的
な
己
が
生
き
方
を
否
定
的
に
見

る
デ
カ
ダ
ン
的
な
気
分
の
漂
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
も
述

べ
た
。

　

百
道
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
細
々
と
な
が
ら
調
査
を
続
け
、
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
判
明
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
追
記
し
て
お
き
た
い
。
彼
が
在
籍
し
て

い
た
弥
彦
の
明
訓
学
校
は
、
大
橋
一
蔵
（
一
八
四
八
～
一
八
八
九
）
が
十
五
年
に

興
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
橋
は
そ
の
後
、
北
海
道
開
拓
の
た
め
の
移
民
事
業

を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、
北
越
殖
民
社
を
創
立
し
て
、
十
九
年
に
渡
道
し
、

石
狩
国
空
知
郡
幌
向
村
字
江
別
太
（
現
江
別
市
）
に
居
を
定
め
、
開
拓
に
着
手

し
た
。「
明
訓
校
時
代
の
同
志
泉
重
朝
も
来
道
し
て
大
橋
を
助
け
た
」
と
い
う
。

以
上
は
『
見
附
市
史
』
下
巻
㈠
７
の
第
二
章
第
三
項
「
北
越
殖
民
社
」
の
叙
述

に
基
づ
く
。
筆
者
は
以
前
、
百
道
は
明
訓
学
校
に
お
い
て
教
師
だ
っ
た
の
か
学

生
だ
っ
た
の
か
、
判
断
が
つ
き
か
ね
て
い
た
が
、
学
生
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
百
道
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
も
断
片
的
な
資
料
を
入
手
し
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
こ
れ
以
上
踏
み
込
ま
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
北
海
』
文
苑
所
載

の
彼
自
身
の
作
品
や
、
他
の
詩
人
が
彼
の
こ
と
を
詠
ん
だ
作
品
の
内
容
か
ら
、

彼
は
渡
道
後
も
ず
っ
と
江
別
に
住
ん
で
農
業
に
携
わ
っ
て
い
た
人
で
あ
る
こ
と

は
確
実
な
よ
う
で
あ
る
。

　

次
は
、
土
佐
の
横
山
又
吉
（
一
八
五
五
～
一
九
三
九
）
と
同
じ
号
を
持
つ
横
山

― 25 ―



黄
木
で
あ
る
。
こ
の
人
に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
関
場
不
二
彦
も
論
文
を
発
表

し
た
こ
と
の
あ
る
『
蝦
夷
往
来
』
誌
の
第
十
四
号
（
一
九
三
四
年
）
に
「
蝦
夷
名

称
考
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
て
い
る
横
山
貞
裕
が
そ
の
人
で
あ
る
可
能
性

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
筆
者
は
思
っ
て
い
る
。
作
品
を
挙
げ
よ
う
。

同	

横
山　

黄
木

山
々
骨
立
帯
烟
嵐　
　

山
　々

骨
立
し
て　

烟
嵐
を
帯
び

嘉
客
南
来
椽
筆
簪　
　

嘉
客　

南
よ
り
来
り
て　

椽
筆
〔
優
れ
た
文
才
の
喩
え
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
簪さ

す

味
道
千
秋
仁
義
国　
　

道
を
味
わ
う　

千
秋　

仁
義
の
国

同
文
一
夕
酒
詩
庵　
　

文
を
同
じ
く
す　

一
夕　

酒
詩
の
庵

放
遨
君
愛
林
泉
美　
　

放
遨
〔
思
う
存
分
見
て
回
る
〕　

君
は
林
泉
の
美
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
愛
し

安
素
我
嫌
名
利
酣　
　

安
素
〔
分
に
安
ん
じ
る
〕　

我
は
名
利
の
酣み

つ
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

嫌
う

晩
節
黄
花
開
也
好　
　

晩
節　

黄
花　

開
く
や
好
し

酔
中
時
做
鷺
鷀
談　
　

酔
中　

時
に
做
さ
ん　

鷺
鷀
の
談
８

　

次
は
逸
見
小
舫
（
一
八
六
一
～
一
九
二
八
）、
文
鋼
が
そ
の
名
、
越
中
の
出
身
、

逸
見
病
院
の
院
長
で
あ
る
。

同	

逸
見　

小
舫

豊
水
藻
山
晴
帯
嵐　
　

豊
水
〔
豊
平
川
〕　

藻
山
〔
藻
岩
山
〕　

晴
れ
て
嵐
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

帯
ぶ

旗
亭
相
集
未
投
簪　
　

旗
亭
に
相
集
い　

未
だ
簪
を
投
げ
〔
官
を
棄
て
る
〕
ず

老
楓
残
菊
松
間
径　
　

老
楓　

残
菊　

松
間
の
径

月
色
雁
声
塵
外
庵　
　

月
色　

雁
声　

塵
外
の
庵

胸
蓄
千
兵
戦
将
止　
　

胸
に
千
兵
を
蓄
え
て　

戦
い
将
に
止
ま
ん
と
し

坐
迎
双
客
興
弥
酣　
　

坐
に
双
客
〔
王
と
根
本
〕
を
迎
え
て　

興　

弥
い
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

酣
な
り

三
游
東
海
感
多
少　
　

三
た
び
東
海
に
游
び
て　

感
ず
る
こ
と
多い
か

少ほ
ど

ぞ

欲
聴
先
生
今
昔
談
９　

	

聴
か
ん
と
欲
す　

先
生　

今
昔
の
談

　

次
は
札
幌
農
学
校
に
留
学
し
て
い
た
清
国
人
で
王
治
本
と
同
郷
の
、
陳
樹

棠
		10
の
作
品
で
あ
る
。
尾
聯
だ
け
引
い
て
お
こ
う
。

平
生
不
識
吟
哦
事　
　

平
生　

吟
哦
の
事
を
識
ら
ず

酔
後
聊
将
捫
蝨
談　
　

酔
後　

聊
か
将
に
蝨
を
捫
り
て
〔
恐
れ
憚
ら
ず
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

談
ら
ん
と
す

　

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
謙
遜
し
て
い
る
が
、
彼
の
作
品
は
他
の
出
席
者
に
見
劣

り
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
（
後
掲
）。

　

次
は
北
海
道
庁
の
職
員
だ
っ
た
猪
飼
藻
山
		11
の
作
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
作
品

の
掲
出
は
し
な
い
。

　

次
韻
の
最
後
は
小
川
黙
淵
の
作
で
あ
る
。

同	

小
川　

黙
淵

楼
頭
暮
色
鎖
秋
嵐　
　

楼
頭　

暮
色　

秋
嵐
を
鎖
す

邀
得
真
僊
好
盍
簪　
　

真
僊
を
邀
え
得
て　

盍
簪
〔
人
士
が
集
う
〕
す
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

好
し
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佳
節
清
游
有
彭
沢　
　

佳
節
の
清
游　

彭
沢
〔
陶
淵
明
の
こ
と
〕
有
り

聖
時
高
会
無
澹
庵　
　

聖
時
の
高
会　

澹
庵　

無
し

聳
肩
白
戦
詩
思
健　
　

肩
を
聳
か
し
て
白
戦
〔
素
手
で
戦
う
〕
し　

詩
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
や
か
に

落
帽
狂
歌
酔
興
酣　
　

帽
を
落
と
し
て
狂
歌
し　

酔
興　

酣
な
り

説
到
同
文
千
古
事　
　

同
文　

千
古
の
事
に
説
き
到
り

歓
娯
不
覚
解
頤
談　
　

歓
娯
し
て　

覚
え
ず　

頤
を
解
き
〔
口
を
開
き
大
笑
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
〕
て
談
る

　

第
四
句
は
、
高
僧
顕
上
人
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
茶
の
賞
味
能
力
を
歌
う
南
宋
の

楊
萬
里
の
「
澹
庵
坐
上
観
顕
上
人
分
茶
」
詩
と
関
係
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ

以
上
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
第
六
句
の
「
落
帽
」
の
典
故
に
つ
い
て
は
、
次

に
掲
げ
る
王
詩
の
方
が
よ
り
適
切
な
使
い
方
を
し
て
い
る
。

　

以
上
の
次
韻
の
作
の
次
に
、
分
韻
の
作
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
王
治
本
の
作

か
ら
、
順
に
挙
げ
よ
う
。

分
韻
得
陽	
王　

漆
園

佳
節
過
重
陽　
　

佳
節　

重
陽
を
過
ぎ

覊
愁
感
故
郷　
　

覊
愁　

故
郷
に
感
ず

髩
辺
蘆
雪
白　
　

髩
辺　

蘆
雪　

白
く

籬
畔
菊
花
黄　
　

籬
畔　

菊
花　

黄
な
り

煎
茗
添
幽
興　
　

茗
を
煎
じ
て　

幽
興　

添く
わ

わ
り

吟
詩
有
別
膓　
　

詩
を
吟
ず
る
に　

別
膓　

有
り

登
高
伝
落
帽　
　

登
高　

帽
を
落
と
す
こ
と
伝
わ
れ
り

莫
笑
孟
嘉
狂　
　

笑
う
莫
か
れ　

孟
嘉
の
狂

　

尾
聯
は
、
黙
淵
同
様
、
重
陽
の
酒
宴
に
招
か
れ
た
晋
の
孟
嘉
が
風
で
帽
子
を

飛
ば
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
然
と
飲
み
続
け
た「
落
帽
」の
故
事（『
晋
書
』

桓
温
列
伝
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。

得
麻	

陳　

樹
棠

唐
響
庵
前
月
色
賖　
　

唐
響
庵
〔
東
京
庵
の
こ
と
〕
前　

月
色　

賖お
そ

し

漫
将
詩
思
向
人
誇　
　

漫
に
詩
思
を
将
て
人
に
誇
ら
ん

今
宵
有
酒
須
醺
酔　
　

今
宵　

酒　

有
り　

醺
酔
す
る
を
須
い
る
〔
必
要
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
〕

異
域
相
於
情
更
加　
　

異
域
に
て
相
於
〔
懇
親
す
る
〕
し
て　

情　

更
に
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
ら
ん

　

次
は
仄
韻
を
引
き
当
て
た
理
堂
の
作
で
あ
る
。

得
職	

関
場
理
堂

文
星
会　
　
　
　
　
　

文
星　

会
し

我
韻
仄　
　
　
　
　
　

我
が
韻
は
仄

苦
吟
身
欲
癯　
　
　
　

苦
吟
し
て　

身　

癯
せ
ん
と
欲
し

白
戦
無
寸
鉄　
　
　
　

白
戦　

寸
鉄
も
無
し

識
字
患
之
始　
　
　
　

字
を
識
る
は
患
い
の
始
め
		12

如
瓶
口
唯
黙　
　
　
　

瓶
口
の
如
く　

唯　

黙
せ
ん

銀
燭
高
焼
夜
未
酣　
　

銀
燭　

高
く
焼も
え
て　

夜　

未
だ
酣
な
ら
ず

美
人
侍
座
凡
国
色　
　

美
人　

座
に
侍
す
る　

凡
て
国
色

痛
飲
須
尽
三
百
杯　
　

痛
飲　

須
く
三
百
杯
を
尽
く
す
べ
し
		13

澆
将
磊
磈
勢
難
抑　
　

磊
磈
〔
心
中
の
不
平
不
満
〕
を
澆
げ
ば　

勢
い
抑
え
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難
し

図
南
何
日
向
誰
問　
　

南
を
図
る
〔
大
事
業
を
企
て
る
〕
は
何
れ
の
日
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
に
か
問
わ
ん

空
老
北
溟
垂
天
翼　
　

空
し
く
北
溟
に
老
ゆ　

垂
天
の
翼
〔
雲
を
凌
ぐ
ほ
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
壮
志
〕

　

こ
の
作
品
は
、
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
も
、
詩
句
同
様
、「
禿
理
堂
得
職
」

と
い
う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
タ
イ
ト
ル
で
見
え
、圏
点
な
ど
、王
治
本
に
よ
る
チ
ェ
ッ

ク
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。『
北
海
』所
載
の
も
の
と
若
干
文
字
の
異
同
が
あ
る
が
、

指
摘
し
て
お
く
に
値
し
そ
う
な
の
は
、
第
四
句
が
「
時
酣
不
得
北
」〔
時
に
酣

に
し
て
北
ぐ
る
を
得
ず
〕
か
ら
、
全
く
違
う
表
現
に
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
日
の
招
待
会
で
分
韻
の
詩
作
は
即
興
で
行
わ
れ
た
だ
ろ

う
か
ら
、
王
治
本
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
は
即
興
で
書
い
た
作
品
を
北
海
タ
イ
ム
ス

社
に
持
ち
込
む
前
に
行
わ
れ
た
と
想
定
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。

　

小
舫
の
「
得
文
」
の
作
は
省
略
し
、
次
に
百
道
の
作
を
挙
げ
よ
う
。

得
蒸	
泉　

百
道

詩
酒
相
於
有
良
朋　
　

詩
酒　

相
於
す
る
に　

良
朋　

有
り

紅
楼
買
酔
待
月
昇　
　

紅
楼　

酔
い
を
買
い
て　

月
の
昇
る
を
待
つ

満
堂
皆
是
一
時
雄　
　

満
堂　

皆　

是
れ
一
時
の
雄

寛
平
風
流
尤
足
称　
　

寛
平
〔
寛
大
で
公
平
〕　

風
流　

尤
も
称
す
る
に
足
る

吾
輩
底
事
独
闌
酔　
　

吾
が
輩
の
み
底な
に

事ご
と

ぞ
独
り
闌
酔
		14
せ
る

空
把
禿
筆
媿
無
能　
　

空
し
く
禿
筆
〔
拙
い
詩
文
の
比
喩
〕
を
把
っ
て
無
能
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

媿
ず

　

百
道
に
は
、
想
定
さ
れ
る
年
齢
に
似
合
わ
ず
己
を
卑
下
す
る
よ
う
な
感
じ
の

作
品
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。

得
有	

小
川　

黙
淵

止
談
風
月
共
忘
形　
　

止
だ
風
月
の
み
を
談
り　

共
に
形
を
忘
れ

傾
尽
清
醇
千
百
瓶　
　

傾
け
尽
く
さ
ん　

清
醇　

千
百
瓶

盤
礴
依
然
君
莫
笑　
　

盤
礴
〔
行
儀
の
悪
い
格
好
を
す
る
喩
え
〕　

依
然　

君

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笑
う
莫
か
れ

客
游
十
載
跡
如
萍　
　

客
游　

十
載　

跡　

萍
の
如
し

　
「
止
談
風
月
」
は
、『
南
史
』
徐
勉
伝
の
故
事
に
基
づ
き
、
名
利
の
念
を
絶
っ

て
た
だ
風
流
の
事
の
み
を
語
ろ
う
と
戒
め
る
た
め
に
使
わ
れ
る
典
故
で
あ

る
。
百
道
の
作
で
白
け
た
気
分
を
立
て
直
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
結
句
は
、

二
十
九
年
に
日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部
事
務
委
員
と
な
り
、
次
い
で
北
海
道

庁
属
に
任
官
し
て
岩
内
支
庁
第
一
課
長
を
拝
命
し
、
そ
の
後
、『
北
海
時
事
』

の
記
者
と
な
り
、
さ
ら
に
北
海
道
庁
嘱
託
員
と
し
て
殖
民
公
報
編
纂
の
任
に
当

た
り
、
こ
の
当
時
の
『
北
海
』
編
輯
長
の
ポ
ス
ト
に
至
っ
た
		15
十
年
間
を
振
り

返
っ
て
の
感
慨
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

　

分
韻
の
作
の
最
後
は
、湘
香
の
五
律
で
、黙
淵
と
同
じ
く
、「
有
」韻
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
省
略
す
る
。

　

分
韻
の
作
の
後
で
は
、
意
外
に
も
、
さ
き
に
「
平
生　

吟
哦
の
事
を
識
ら
ず
」

と
詠
ん
だ
陳
樹
棠
が
ま
ず
主
役
と
な
り
、
次
韻
・
分
韻
の
縛
り
か
ら
解
放
さ
れ

た
形
で
の
唱
和
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
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答
満
座
諸
翁	

陳　

樹
棠

自
笑
生
平
不
作
歌　
　

自
ら
笑
う　

生
平　

歌
を
作
ら
ざ
る
を

佳
賓
満
座
楽
如
何　
　

佳
賓　

座
に
満
つ　

楽
し
み
如
何

三
分
世
事
一
分
譲　
　

三
分
の
世
事　

一
分
を
譲
り
		16

九
十
光
陰
二
十
過　
　

九
十
の
光
陰　

二
十　

過
ぎ
た
り

魚
鳥
欲
遊
江
海
外　
　

魚
鳥　

江
海
の
外
に
遊
ば
ん
と
欲
す
れ
ば

山
川
渾
老
興
亡
多　
　

山
川　

渾
て
老
い　

興
亡　

多
し

今
宵
共
談
詩
思
遠　
　

今
宵　

共
に
談
れ
ば　

詩
思　

遠
く

唐
響
庵
中
秋
気
和　
　

唐
響
庵
中　

秋
気　

和
す

丙
午
秋
九
月
在
北
海
道
札
幌
農
学
校
、
適
郷
老
王
先
生
漆
園
路
過

札
地
見
招
、
以
詩
属
和
。
自
愧
菲
才
、
雑
成
数
句
以
答
。〔
丙
午
秋

九
月
		17　

北
海
道
の
札
幌
農
学
校
に
在
り
、
適
た
ま
郷
老
王
先
生
漆
園　

札

地
に
路よ

過ぎ

り
て
見
わ
れ
を
招
き
、
詩
を
以
て
和
を
属
す
。
自
ら
菲
才
を
愧
ず
る
も
、

数
句
を
雑
成
し
て
以
て
答
う
。〕

西
風
頻
掃
世
間
塵　
　

西
風　

頻
り
に
掃
う　

世
間
の
塵

北
地
秋
光
満
目
新　
　

北
地
の
秋
光　

満
目　

新
た
な
り

我
愧
菲
才
佳
句
少　
　

我
は
愧
ず　

菲
才
に
し
て　

佳
句　

少
な
く

無
由
強
作
唱
酬
人　
　

強
い
て
唱
酬
人
と
作
る
に
由
無
し

破
浪
乗
風
独
渡
東　
　

浪
を
破
り
風
に
乗
り
て　

独
り
東
に
渡
る

秋
来
葉
落
感
何
窮　
　

秋　

来
り　

葉　

落
ち　

感　

何
ぞ
窮
ま
ら
ん

誰
知
北
海
談
瀛
客　
　

誰
か
知
ら
ん　

北
海　

談
瀛
		18
の
客

無
限
詩
情
想
像
中　
　

無
限
の
詩
情　

想
像
の
中

遇
郷
老
王
先
生
漆
園

萬
里
雲
埋
撥
不
開　
　

萬
里　

雲
に
埋
ま
り　

撥か
き
わ

く
る
も
開
か
ず

時
聞
刀
斗
総
成
哀　
　

時
に
聞
く　

刀
斗
		19
の
総
べ
て
哀
を
成
す
を

行
人
不
解
悲
秋
事　
　

行
人
は
解
せ
ず　

悲
秋
の
事

且
問
白
頭
何
処
来　
　

且
く
問
わ
ん　

白
頭　

何
れ
の
処
よ
り
か
来
る
と

晩
節
黄
花
次
第
開　
　

晩
節　

黄
花　

次
第
に
開
き

故
郷
風
物
動
人
哀　
　

故
郷
の
風
物　

人
を
動
か
し
て
哀
し
ま
し
む

喜
翁
筋
力
猶
強
健　
　

喜
ぶ　

翁　

筋
力　

猶
お
強
健
に
し
て

跨
馬
長
征
北
海
来　
　

馬
に
跨
り
北
海
に
長
征
し
来
る
を

偶
感

目
断
江
城
秋
暮
時　
　

目
断
す
〔
眺
め
や
る
果
て
〕　

江
城　

秋　

暮
る
る
時

満
山
楓
景
動
人
思　
　

満
山
の
楓
景　

人
を
動
か
し
て
思
わ
し
む

黒
風
飄
尽
悲
歌
気　
　

黒
風
〔
激
し
い
風
〕　

飄ふ

き
尽
く
す　

悲
歌
の
気

寒
雨
催
成
感
慨
詩　
　

寒
雨　

催
し
成
す　

感
慨
の
詩

萬
里
襟
懐
孤
雁
共　
　

萬
里
の
襟
懐
は
孤
雁
と
共
に
し

十
年
心
事
短
檠
知　
　

十
年
の
心
事
は
短
檠
〔
小
さ
な
燈
火
〕
知
ら
ん

而
今
滄
海
横
流
日　
　

而
今　

滄
海　

横
流
す
る
		20
日

願
定
中
原
局
面
危　
　

願
わ
く
は
中
原
の
局
面　

危
う
き
を
定
め
ん
こ
と
を

		
王
治
本
の
故
郷
―
慈
渓
は
現
在
、
寧
波
市
に
属
す
る
県
級
市
で
あ
る
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
中
国
寧
波
網
」
二
〇
一
二
年
十
月
二
十
三
の
記
事
		21
に
帰
国

後
の
陳
樹
棠
の
活
躍
の
一
コ
マ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
現

在
、
寧
波
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
る
霊
橋
は
、
か
つ
て
は
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旧
式
の
浮
橋
だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
近
代
的
な
橋
に
改
築
す
る
た
め
の
構
想
を

最
も
早
く
打
ち
出
し
た
の
が
、
鄞
州
走
馬
塘
（
寧
波
郊
外
―
筆
者
）
の
人
、
陳
樹

棠
氏
の
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
十
三
年
に
当
た
る
―
筆
者
）
の
卒
業
論
文
だ
っ
た
。

一
九
二
二
年
以
後
、
建
設
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
、
戦
争
の
た
め
何
度
も
中
断

し
た
挙
句
、
一
九
三
六
年
に
竣
工
し
た
。

　

陳
樹
棠
の
「
偶
感
」
に
教
師
の
湘
香
が
次
韻
し
て
い
る
。

　
　
　
　

次
陳
樹
棠
兄
偶
感
韻
以
贈	

新
居　

湘
香

男
子
只
応
勤
済
時　
　

男
子
は
只
だ
応
に
時
を
済
う
に
勤
む
べ
し

学
窮
内
外
致
深
思　
　

学
は
内
外
を
窮
め　

深
思
を
致
せ

達
材
肄
業
開
心
目　
　

材
を
達
し
業
を
肄
わ
ば　

心
目　

開
く

訪
俗
観
風
采
史
詩　
　

俗
を
訪
ね
風
を
観
ん
に
は
史
詩
		22
を
采
れ

一
徳
立
身
先
祖
顕　
　

徳
を
一
に
し
て
身
を
立
て
ば　

先
祖　

顕
れ

至
誠
従
事
鬼
神
知　
　

至
誠
も
て
事
に
従
わ
ば　

鬼
神
も
知
ら
ん

平
生
所
養
能
如
此　
　

平
生　

養
う
所　

能
く
此
く
の
如
く
ん
ば

盤
錯
相
逢
終
不
危　
　

盤
錯
〔
複
雑
な
難
事
〕
に
相
逢
わ
ん
も
終
に
危
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
じ

　

陳
樹
棠
と
し
て
は
、
恩
師
の
薫
陶
よ
ろ
し
き
を
得
た
と
も
言
え
る
温
か
い
言

葉
と
し
て
受
け
止
め
た
に
違
い
な
い
。

　

雅
集
は
ま
だ
続
く
。
再
び
「
覃
」
韻
の
作
で
あ
る
。
ま
ず
理
堂
の
「
畳
韻
二

首
呈
王
漆
園
先
生
」
で
あ
る
が
、
第
一
首
だ
け
挙
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

畳
韻
二
首
呈
王
漆
園
先
生	

理
堂　

陳
人

清
遊
今
日
対
秋
嵐　
　

清
遊　

今
日　

秋
嵐
に
対
し

折
得
黄
華
満
髩
簪　
　

黄
華
を
折
り
得
て
髩
簪
に
満
た
す

籬
送
蟲
声
鳴
竹
院　
　

籬　

蟲
声
を
送
り
て　

竹
院
に
鳴
か
し
め

簷
迎
月
色
照
松
庵　
　

簷　

月
色
を
迎
え
て　

松
庵
を
照
ら
さ
し
む

詩
箋
愧
我
経
時
染　
　

詩
箋
は
愧
ず　

我　

時
を
経
て
染
ま
る
を

酒
盞
逢
君
終
夕
酣　
　

酒
盞
は
君
に
逢
い
て　

終
夕　

酣
な
り

欲
聴
東
亜
機
務
論　
　

聴
か
ん
と
欲
す　

東
亜
機
務
の
論

更
期
交
膝
剔
鐙
談　
　

更
に
期
す　

膝
を
交
え
鐙
を
剔
り
て
談
ら
ん
こ
と
を

　

頷
聯
は
、
杜
甫
「
旅
夜
書
懐
」
詩
の
頷
聯
「
星
垂
平
野
闊
、
月
湧
大
江
流
」

な
ど
と
似
た
句
法
で
、「
蟲
声
」
と
「
月
色
」
と
に
句
の
最
初
の
四
字
の
ま
と

ま
り
の
中
で
は
目
的
語
の
役
目
、
後
半
の
五
字
の
ま
と
ま
り
の
中
で
は
主
語
の

役
目
を
担
わ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
五
句
は
、
詩
箋
が
王
治
本

の
添
削
に
よ
り
赤
く
染
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
。
実
際
、
こ
の
作

品
は
関
場
理
堂
資
料
に
も
見
え
（
47-

19
）、
王
治
本
に
よ
る
添
削
の
跡
と
圏
点

と
が
確
認
で
き
る
。

　

泉
百
道
は
十
七
年
に
弥
彦
で
王
治
本
に
会
っ
た
時
、
自
身
は
「
耳
熱
く
慷
慨

し
て
時
事
を
論
」
じ
た
が
、
王
は
「
謙
抑
し
て
答
え
」
な
か
っ
た
と
述
懐
し
て

い
る
（
上
述
の
十
月
二
十
八
日
『
北
海
』）。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
王
治
本
の
三
十
年

に
わ
た
る
日
本
で
の
足
跡
を
追
っ
て
き
た
が
、
政
治
問
題
や
国
際
問
題
に
つ
い

て
の
意
見
表
明
を
で
き
る
だ
け
避
け
よ
う
と
す
る
態
度
は
一
貫
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
東
亜
機
務
の
論
」
は
、
理
堂
が
ま
だ
王
治
本

の
人
柄
を
よ
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
の
「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。

　

次
も
同
韻
で
、
湘
香
の
こ
の
雅
集
を
締
め
く
く
る
よ
う
な
「
諸
彦
賜
高
和
賦

此
以
謝
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
詩
二
首
だ
が
、
第
二
首
の
尾
聯
だ
け
挙
げ
て
お
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こ
う
。
理
堂
の
尾
聯
に
対
す
る
反
応
と
な
っ
て
い
る
。

品
花
評
月
属
吾
輩　
　

花
を
品
し
な
さ
だ
め

し
月
を
評
す
る
こ
そ
吾
が
輩
に
属
す

世
事
未
応
容
易
談　
　

世
事
は
未
だ
応
に
容
易
に
談
る
べ
か
ら
ず

　

以
上
が
十
一
月
七
日
ま
で
の
『
北
海
』
文
苑
の
掲
載
内
容
の
あ
ら
ま
し
で
あ

る
。
最
後
に
位
置
す
る
湘
香
の
詩
句
（「
世
事
未
応
容
易
談
」）
の
後
に
は
「（
完
）」

と
明
記
さ
れ
た
の
だ
が
、
八
日
に
他
の
作
品
（
後
掲
）
が
掲
載
さ
れ
た
後
、
九

日
に
は
再
び
「
東
京
庵
雅
集
」
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
編
集
者
の
全
体

的
な
見
通
し
が
十
分
で
な
か
っ
た
か
、
も
し
く
は
新
た
な
投
稿
が
あ
っ
た
か
、

い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
王
治
本
の
「
次
湘
香
詞
宗
韻
三
首
」
で
あ
る
が
、
第
三
首
は
前
に
挙
げ

た
「
探
覧
山
光
与
水
嵐
」
で
始
ま
る
一
首
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
（「
探
」
が

「
貪
」
に
な
っ
て
い
る
の
を
含
め
、
三
字
の
異
同
の
み
）。
第
一
、二
首
を
掲
げ
よ
う
。

次
湘
香
詞
宗
韻
三
首	
園　

王
治
本

惆
帳
秋
風
対
夕
嵐　
　

惆
帳
す　

秋
風　

夕
嵐
に
対
す
る
を

廿
年
官
海
早
投
簪　
　

廿
年　

官
海　

早
に
簪
を
投
げ
〔
官
を
や
め
る
〕
た
り

紀
勝
聊
賦
新
詩
句　
　

紀
勝
〔
名
勝
を
記
す
〕　

聊
か
賦
す　

新
詩
句

博
古
殊
慙
老
学
葊　
　

博
古
〔
広
く
昔
の
事
に
通
じ
て
い
る
〕　

殊
に
慙
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　

老
学
葊
		23

美
酒
香
濃
人
易
酔　
　

美
酒　

香
り　

濃
く
し
て　

人　

酔
い
易
く

孤
燈
影
冷
夢
方
酣　
　

孤
燈　

影　

冷
や
や
か
に
し
て　

夢　

方
に
酣
な
り

相
逢
半
是
曾
相
識　
　

相
逢
う　

半
ば
は
是
れ
曾
て
相
識
れ
り

追
溯
当
時
別
別
談　
　

当
時
を
追
溯
し
て
別
別
に
談
ら
ん

重
陽
難
得
遇
晴
嵐　
　

重
陽
は
晴
嵐
に
遇
う
を
得
難
し

笑
折
黄
花
当
彩
簪　
　

笑
い
て
黄
花
を
折
り
彩
簪
に
当
つ

碧
水
丹
山
行
楽
地　
　

碧
水　

丹
山　

行
楽
の
地

琴
床
茶
竃
定
僧
菴　
　

琴
床　

茶
竃　

定
僧
の
菴

把
杯
欲
向
青
天
問　
　

杯
を
把
り　

青
天
に
向
か
い
て
問
わ
ん
と
欲
す

闘
韻
偏
教
白
戦
酣　
　

闘
韻　

偏
に
白
戦
を
し
て
酣
な
ら
し
む

探
勝
漫
留
題
壁
句　
　

勝
を
探
り　

漫
に
壁
に
題
す
る
句
を
留
め
た
れ
ど
も

羞
将
伝
布
作
奇
談　
　

羞
ず
ら
く
は
伝
布
〔
伝
播
〕
し
て
奇
談
と
作
ら
ん
こ
と

　

第
一
首
第
七
句
で
述
べ
て
い
る
「
曾
相
識
」（
か
つ
て
の
知
り
合
い
）
と
し
て
、

筆
者
に
確
認
で
き
る
の
は
泉
百
道
だ
け
で
あ
る
。
第
一
首
末
句
の
「
別
別
」
は

中
国
語
本
来
の
言
い
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
長
年
に
わ
た
る
滞
日
の
た
め
し
み

込
ん
だ
言
葉
か
、
あ
る
い
は
逆
に
そ
れ
を
承
知
で
お
ど
け
て
使
っ
た
も
の
か
。

　

次
は
百
道
の
作
で
あ
る
。

　

同
疊
韻	

泉　

百
道

孤
月
離
山
懸
夕
嵐　
　

孤
月　

山
を
離
れ
て　

夕
嵐　

懸
か
る

相
於
聊
以
脱
巾
簪　
　

相
於
し　

聊
か
以
て
巾
簪
を
脱
せ
ん

東
洋
文
物
推
君
国　
　

東
洋
の
文
物
は
君
の
国
を
推
し

北
海
風
流
属
此
庵　
　

北
海
の
風
流
は
此
の
庵
に
属
す

妙
舞
綾
歌
同
勝
賞　
　

妙
舞　

綾
歌　

同
に
勝
賞
し

放
吟
縦
飲
共
高
酣　
　

放
吟
し　

縦
ほ
し
い
ま
ま

に
飲
み　

共
に
高
酣
〔
大
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
酔
う
〕
せ
ん

休
嗤
五
十
狂
猶
在　
　

嗤
う
休
か
れ　

五
十
に
し
て　

狂　

猶
お
在
る
を

耳
熱
還
為
時
事
談　
　

耳
熱
く
し
て
還
た
為
さ
ん　

時
事
の
談
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第
三
句
の
「
君
国
」
は
、
本
来
「
国
に
君
と
な
る
」
の
意
味
（『
大
漢
和
辞
典
』

巻
二
、八
四
九
頁
）
だ
か
ら
、
百
道
の
使
い
方
は
和
習
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。

尾
聯
は
、
二
十
二
年
前
の
王
治
本
と
の
最
初
の
出
会
い
の
時
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
い
る
。

　

次
は
高
田
香
風
の
作
で
あ
る
。
こ
の
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
が
喜
四
郎
と

い
う
こ
と
以
外
は
未
詳
で
あ
る
。

同	

高
田　

香
風

歳
属
豊
穣
愛
霽
嵐　
　

歳
は
豊
穣
に
属
し　

霽
嵐
を
愛
す

此
生
未
暇
問
朝
簪　
　

此
の
生　

未
だ
朝
簪
〔
都
の
役
人
〕
を
問
う
に
暇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
ず

文
明
大
化
周
辺
土　
　

文
明　

大
い
に
化
す　

周
辺
の
土

雅
談
名
流
集
一
庵　
　

雅
談　

名
流　

一
庵
に
集
う

添
興
蓄
音
機
甚
妙　
　

興
を
添
え
て　

蓄
音
機　

甚
だ
妙
に

合
歓
緑
蟻
酒
尤
酣　
　

歓
を
合
し
て　

緑
蟻
酒　

尤
も
酣
な
り

今
宵
幸
遇
真
儒
者　
　

今
宵　

幸
い
に
真
の
儒
者
に
遇
い

酔
話
曾
無
須
筆
談　
　

酔
話　

曾つ
い

に
筆
談
を
須
い
る
無
し

分
韻
得
肴

蚌
□
相
争
奈
世
嘲　
　

蚌
□
相
争
う　

世　

嘲
る
を
奈
せ
ん

人
間
何
学
虎
狼
咆　
　

人
間　

何
ぞ
学
ば
ん　

虎
狼
の
咆
ゆ
る
を

従
来
四
海
皆
兄
弟　
　

従
来　

四
海　

皆　

兄
弟

永
好
宜
為
膠
漆
交　
　

永
く
好む
つ
ま

じ
く　

宜
し
く
膠
漆
の
交
わ
り
を
為
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

べ
し

　

第
一
首
第
二
句
の
「
朝
簪
」
は
、「
朝
廷
の
官
員
の
冠
飾
で
、
し
ば
し
ば
中

央
勤
め
の
官
吏
の
意
味
で
使
わ
れ
る
」
		24
語
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う

な
形
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
香
風
が
地
方
の
官
吏
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
第
五
句
の
「
蓄
音
機
」
は
漢
詩
に
不
似
合
い
な
感

じ
の
す
る
言
葉
だ
が
、
そ
れ
を
承
知
で
敢
え
て
使
っ
た
の
だ
ろ
う
		25
。
第
二
首

起
句
の
第
二
字
は
『
北
海
』
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
こ
の
部
分
が
判
読
し
が
た

か
っ
た
た
め
「
□
」
と
し
た
の
だ
が
、「
鷸
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
「
東
京
庵
雅
集
」
連
載
の
最
後
は
、
次
の
聯
句
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

聯
句

裙
屐
喜
逢
詩
酒
僊　
　

裙
屐　

逢
う
を
喜
ぶ　

詩
酒
の
僊
［
王
漆
園
］

聊
将
蕉
盞
話
前
縁　
　

聊
か
蕉
盞
を
将
て
前
縁
を
話
さ
ん
［
陳
樹
棠
］

月
夕
不
辞
酒
百
千　
　

月
夕　

辞
せ
ず　

酒　

百
千
［
猪
飼
藻
山
］

占
断
江
湖
風
月
権　
　

占
断
す　

江
湖
の
風
月
の
権
［
泉
百
道
］

罇
雖
常
満
坐
無
絃　
　

罇
は
常
に
満
つ
と
雖
も　

坐
に
絃
無
く
［
関
場
理
堂
］

筆
舞
墨
飛
自
別
天　
　

筆　

舞
い　

墨　

飛
び　

自
ら
別
天
［
逸
見
小
舫
］

平
生
只
有
独
労
賢　
　

平
生　

只
だ
独
り
賢
を
労
す
る
有
る
の
み［
新
居
湘
香
］

不
恨
尊
前
酔
後
顚　
　

恨
ま
ず　

尊
前　

酔
後　

顚
る
る
を
［
横
山
黄
木
］

吾
亦
山
字
聳
唫
肩　
　

吾
も
亦　

山
字　

唫
肩
を
聳
か
す
		26
［
高
田
香
風
］

素
懐
了
得
翰
墨
筵　
　

素
懐　

了
し
得
た
り　

翰
墨
の
筵
［
小
川
黙
淵
］

（
完
）

　

関
場
理
堂
資
料
所
収
の
東
京
庵
雅
集
翌
日
―
二
十
九
日
、
宿
泊
先
の
山
形
屋

か
ら
の
王
治
本
の
書
信
（
関
場
理
堂
資
料
書
信
十
三
）
に
は
、「
昨
夕
歓
会
、
極
承

優
渥
」
と
し
て
、
感
謝
の
念
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
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㈢
札
幌
雑
詠
十
六
首

　

新
居
湘
香
が
「
先
生
来
札
幌
、
未
及
経
信
宿
、
已
成
許
多
詩
。
老
蒼
清
平
、

八
叉
不
啻
。
敬
々
服
々
。」〔
先
生　

札
幌
に
来
り
、
未
だ
信
宿
〔
二
三
日
〕
を
経
る

に
及
ば
ず
し
て
、已
に
許
多
の
詩
を
成
す
。老
蒼
清
平
、八
叉
		27
も
啻
な
ら
ず
。敬
々
服
々
。〕

と
評
し
た
王
治
本
の
作
品
が
十
一
月
八
日
の
『
北
海
』
文
苑
に
載
っ
て
い
る
が
、

時
系
列
と
い
う
点
で
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
お
こ
う
。
便
宜
上
、
各
首
に
通

し
番
号
を
冠
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
本
作
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
も

見
え
る
が
、
第
十
一
首
以
下
の
配
列
に
相
違
が
あ
り
、
該
資
料
の
末
首
は
『
北

海
』
所
載
の
も
の
の
第
十
二
首
で
あ
る
。

札
幌
雑
詠
十
六
首	

園　

王
治
本　

①
我
従
樽
港
向
東
来		　

我　

樽
港
よ
り　

東
に
向
か
い
て
来
り

　

轆
轆
車
程
繞
海
隈		　

轆
轆
〔
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
〕　

車
程　

海
隈
を
繞
る

　

行
尽
水
窺
山
複
		28
山
処　

水
窺き
わ

ま
り
山
複
す
る
処
を
行
き
尽
く
し
て

　

陟
看
平
野
谿
然
開
		29　

陟
り
て
看
る　

平
野
の
谿か
つ

然ぜ
ん

と
し
て
開
く
を

②
蔓
草
密
		30
煙
荊
棘
場　

蔓
草　

密か
ん

煙え
ん　

荊
棘
場

　

村
居
稀
少
地
荒
凉　
　

村
居　

稀
少　

地　

荒
凉

　

卅
年
移
殖
無
遺
力　
　

卅
年　

移
殖
し
て　

遺
力　

無
く

　

幃
幌
宏
開
砕
錦
坊　
　

幃
幌　

宏
く
開
く　

砕
錦
坊

③
十
年
開
拓
費
辛
勤　
　

十
年　

開
拓　

辛
勤
を
費
や
し

　

爾
宅
爾
田
属
使
君　
　

爾
が
宅　

爾
が
田　

使
君
に
属
す〔
長
官
の
お
か
げ
だ
〕

　

六
尺
銅
身
容
宛
在　
　

六
尺
の
銅
身　

容　

宛
も
在
る
が
ご
と
し

　

千
秋
瞻
仰
感
遺
勳　
　

千
秋　

瞻
仰
〔
仰
ぎ
見
る
〕
し　

遺
勳
に
感
ず

④
成
川
鴨
閘
水
回
蟠　
　

成
川
〔
創
成
川
〕　

鴨
閘
〔
鴨
々
川
の
水
門
〕
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水　

回
蟠
し

　

西
接
銭
函
東
月
寒　
　

西
は
銭
函
に
接
し　

東
は
月
寒

　

二
百
餘
町
経
界
正　
　

二
百
餘
町　

経
界　

正
し
く

　

分
明
街
市
似
棋
盤　
　

分
明
な
る
街
市　

棋
盤
に
似
た
り

⑤
円
山
社
裏
闢
公
園　
　

円
山
社
裏　

公
園　

闢
く

　

裙
屐
紛
来
笑
語
喧
		31　

裙
屐
〔
お
洒
落
な
坊
ち
ゃ
ん
た
ち
〕
紛お
お

く
来
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笑
語　

喧
し

　

愛
是
暮
春
桜
盛
放　
　

愛
す　

是
れ
暮
春　

桜　

盛
ん
に
放さ

く
を

　

幾
疑
游
到
濹
江
村
		32　

幾
ど
疑
う
ら
く
は
濹
江
〔
墨
田
川
〕
の
村
に
游あ

到そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ
な
ら
ん
か
と	

［
円
山
桜
花
］

⑥
軽
川
温
液
瀉
沄
　々
　

軽
川
の
温
液
〔
温
泉
〕
瀉
ぎ
て　

沄
々
〔
水
し
ぶ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
上
げ
て
速
く
流
れ
る
さ
ま
〕

　

浴
罷
還
宜
酌
一
罇　
　

浴
し
罷
わ
ら
ば　

還
お
宜
し
く
一
罇
を
酌
む
べ
し

　

秋
暮
楓
林
妍
似
錦　
　

秋
暮
の
楓
林　

妍
し
き
こ
と
錦
に
似
た
り

　

停
車
坐
看
到
黄
昏　
　

車
を
停
め　

坐
ろ
に
看
て
黄
昏
に
到
る
		33

［
軽
川
楓
葉
］

⑦
創
開
別
院
誦
菩
提　
　

別
院
を
創
開
し
て
菩
提
を
誦
う

　

老
衲
由
来
本
姓
西　
　

老
衲
〔
老
僧
の
自
称
〕
は
由
来
〔
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本　

西
		34
を
姓
と
す

　

新
築
鐘
楼
高
百
尺　
　

新
築
す　

鐘
楼　

高
さ
百
尺
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蒲
牢
一
杵
暫
		35
雲
低　

蒲
牢
〔
鐘
〕　

一
た
び
杵
け
ば　

暫ぼ

雲う
ん　

低
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
西
院
暮
鐘
］

⑧
東
橋
々
下
瀉
湍
流　
　

東
橋
〔
豊
平
川
に
架
か
る
橋
〕
々
下　

湍
流
〔
速
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
れ
〕　

瀉
ぐ

　

蘋
白
蓼
紅
水
駅
秋
		36　

蘋　

白
く　

蓼　

紅
な
り　

水
駅
〔
水
辺
の
舟
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
場
〕
の
秋

　

貪
賞
良
宵
天
一
色　
　

貪
賞
〔
思
う
存
分
め
で
る
〕
す　

良
宵　

天
一
色

　

載
将
明
月
□
		37
扁
舟　

明
月
を
載
せ
て　

扁
舟
に
（
又
は
、
を
）
□

［
東
橋
秋
月
］

⑨
二
川
盤
曲
		38
繞
平
坡　

二
川
〔
豊
平
川
と
鴨
々
川
〕　

盤
曲
し
て　

平
坡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
繞
る

　

園
内
双
池
漾
碧
波　
　

園
内
の
双
池　

碧
波　

漾
う

　

軟
草
長
松
風
颯
颯　
　

軟
草　

長
松　

風　

颯
颯

　

夏
来
倍
覚
晩
凉
多　
　

夏　

来
り
て　

倍
ま
す
覚
ゆ　

晩
凉　

多
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
中
島
晩
凉
］

⑩
藻
岩
高
処
白
雲
封　
　

藻
岩
〔
藻
岩
山
〕
の
高
き
処　

白
雲　

封
ず

　

函
海
東
来
第
一
峯　
　

函
海　

東
来
〔
函
館
よ
り
東
の
一
帯
で
〕　

第
一
峯

　

積
雪
経
春
消
不
尽　
　

積
雪　

春
を
経
て
も　

消
え
尽
く
さ
ず

　

令
人
也
喚
玉
芙
蓉
		39　

人
を
し
て
ま
た
玉
芙
蓉
と
も
喚
ば
し
む

［
藻
岩
霽
雪
］

⑪
一
彎
篠
路
傍
平
川
		40　

一
彎
の
篠
路
		41　

平
川
に
傍
い

　

半
是
漁
船
半
客
船　
　

半
ば
は
是
れ
漁
船　

半
ば
は
客
船

　

看
取
潮
来
風
力
順　
　

潮　

来
り　

風
力　

順
な
る
を
看
取
し

　

帰
帆
恰
帯
夕
陽
懸　
　

帰
帆　

恰
も
夕
陽
を
帯
び
て
懸
け
た
る
が
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
篠
路
帰
帆
］

⑫
邱
珠
一
望
尽
平
疇　
　

邱
珠
〔
現
札
幌
市
東
区
に
属
す
〕
は
一
望　

尽
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
疇
〔
平
ら
な
畑
〕

　

築
圃
登
場
慶
有
秋
		42　

圃は
た
け

を
築
き
場
に
登
せ
〔
収
穫
を
終
え
る
〕
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
有
る
〔
豊
年
〕
を
慶
ぶ

　

雁
隊
		43
警
寒
飛
欲
下　

雁
隊　

寒
さ
に
警
〔
用
心
〕
し
て　

飛
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
ら
ん
と
欲
し

　

一
行
也
作
稲
梁
謀　
　

一
行　

ま
た
稲
梁
の
謀
〔
鳥
が
食
物
を
探
し
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
〕
を
も
作
す	

［
邱
珠
落
雁
］

⑬
豊
平
館
榭
甚
煇
煌　
　

豊
平
館
		44
榭　

甚
だ
煇
煌
〔
き
ら
び
や
か
〕
た
り

　

奇
草
珍
花
繞
画
		45
廊　
　

奇
草　

珍
花　

画
廊
を
繞
る

　

曾
憶
当
年
留
聖
駕　
　

曾す
な
わ

ち
憶
う　

当
年　

聖
駕
〔
天
皇
の
乗
り
物
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

留
ま
り
し
と
き

　

屛
風
占
得
御
鑪
香　
　

屛
風　

御
鑪
〔
天
皇
の
香
炉
〕
の
香
を
占し得
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
し
な
ら
ん

⑭
偕
楽
園
亭
旧
有
名　
　

偕
楽
園
亭　

旧も
と　

名
有
り

　

岩
村
拓
使
暢
幽
情　
　

岩
村
拓
使
〔
岩
村
通
俊
開
拓
使
判
官
〕　

幽
情
〔
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
な
思
い
〕
を
暢
べ
ぬ

　

惜
今
冷
落
游
人
少　
　

惜
し
む
ら
く
は　

今　

冷
落
し
て　

游
人　

少
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な
く

　

老
樹
蒼
蒼
野
鳥
鳴　
　

老
樹　

蒼
蒼
と
し
て　

野
鳥　

鳴
く

⑮
農
学
課
程
此
独
優　
　

農
学
課
程　

此
れ
独
り
優
る
る
も

　

兵
科
工
業
也
兼
脩　
　

兵
科　

工
業
も
ま
た
兼
ね
脩
む

　

我
邦
喜
有
英
髦
士　
　

我
が
邦　

喜
ぶ　

英
髦
の
士　

有
り

　

立
雪
甘
従
萬
里
游
		46　

雪
に
立
ち　

甘
ん
じ
て
萬
里
の
游
に
従
う
を

⑯
平
岸
村
辺
牧
畜
場　
　

平
岸
村
辺　

牧
畜
場

　

歌
詩
誰
謂
爾
無
羊　
　

詩
〔『
詩
経
』〕
を
歌
わ
ん　

誰
か
謂
う　

爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羊　

無
し
と

　

其
□
九
十
群
三
百　
　

其
□
九
十　

群
れ
三
百

　

芳
艸
芊
々
臥
夕
陽　
　

芳
艸　

芊
々
〔
盛
ん
に
生
い
茂
る
さ
ま
〕
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夕
陽
に
臥
す

　

第
二
首
結
句
は
、
唐
の
裴
度
が
銀
杏
の
木
百
株
が
植
え
ら
れ
た
林
を
所
有

し
て
い
て
、
そ
こ
を
砕
錦
坊
と
名
付
け
た
と
い
う
故
事
（
五
代
の
馮
贄
『
雲
仙
雑

記
』
巻
六
）
を
踏
ま
え
た
表
現
。
第
三
首
転
句
の
「
六
尺
銅
身
」
と
は
、
明
治

の
初
年
開
拓
長
官
と
し
て
北
海
道
の
開
拓
を
指
揮
し
た
黒
田
清
隆
（
一
八
四
〇

～
一
九
〇
〇
）
の
、
大
通
西
７
丁
目
に
建
て
ら
れ
て
い
る
像
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
六
年
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
		47
。
第
十
五
句
結
句
の
「
立
雪
」
は
、
禅
宗

の
二
祖
慧
可
が
師
の
達
磨
に
広
く
衆
生
を
済
度
し
て
ほ
し
い
と
願
い
入
れ
る
た

め
、徹
夜
し
て
大
雪
の
中
に
立
ち
、世
が
明
け
る
と
膝
よ
り
上
ま
で
雪
が
積
も
っ

て
い
た
た
め
、
達
磨
が
感
動
し
た
と
い
う
『
景
徳
伝
燈
録
』
慧
可
大
師
所
載
の

故
事
に
基
づ
き
、
僧
が
真
剣
な
気
持
ち
で
仏
の
教
え
を
求
め
る
こ
と
を
表
す
典

故
。
こ
こ
で
は
陳
樹
棠
の
日
本
で
の
真
剣
な
学
習
を
た
と
え
て
い
る
こ
と
、
言

う
ま
で
も
な
い
。
第
十
六
句
は
、
第
二
、三
句
で
『
詩
経
』
小
雅
「
無
羊
」
の

言
葉
を
使
い
、
平
岸
村
（
現
豊
平
区
）
の
牧
畜
場
の
様
子
を
表
現
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
判
読
し
が
た
い
字
（
う
し
へ

ん
の
字
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
）
も
あ
り
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
今
一
つ

は
っ
き
り
し
な
い
。

　

本
作
掲
載
当
日
の
『
北
海
』
文
苑
に
は
、
理
堂
の
「
十
六
首
珠
玉
一
貫
。
幌

府
憑
君
頓
生
光
彩
。
其
意
則
古
而
句
則
嶄
新
。
不
堪
敬
服
。」〔
十
六
首　

珠
玉
一

貫
す
。
幌
府　

君
に
憑
り
て　

頓
に　

光
彩　

生
ず
。
其
の
意
は
則
ち
古
く
し
て
、
句
は

則
ち
嶄
新
な
り
。
敬
服
に
堪
え
ず
。〕
と
の
評
も
載
っ
て
い
る
。（
未
完
）

　
　
　

注

１　

金
子
信
尚
著
作
兼
発
行
『
北
海
道
人
名
辞
書
』（
一
九
二
三
年
）。
な
お
、
石
川
啄
木

の
「
小
樽
の
か
た
み
」（『
石
川
啄
木
全
集
』
第
五
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
）
所

収
）
に
も
そ
の
名
が
出
て
く
る
。

２　

筆
者
は
北
海
道
に
お
け
る
根
本
樵
谷
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
新
聞
記

事
を
見
出
し
て
い
る
。一
、『
小
樽
新
聞
』三
十
九
年
八
月
十
五
日
の「
根
本
樵
谷
氏
来
樽
」

と
題
す
る
記
事
：「
昨
年
来
樽
せ
し
東
京
の
画
家
根
本
熊マ
マ

谷
氏
は
此
程
来
樽
花
園
町
若

桑
久
吉
氏
方
に
滞
在
し
て
揮
毫
し
つ
ゝ
あ
り
と
」。
二
、『
北
海
』
三
十
九
年
十
月
十
一

日
の
「
画
家
根
本
樵
谷
氏
」
と
題
す
る
記
事
：「
既
記
の
如
く
画
家
根
本
樵
谷
氏
は
昨

日
来
札
大
通
西
四
関
場
不
二
彦
氏
方
に
滞
在
し
汎
く
揮
毫
の
需も
と
め

に
応
ず
る
由
」。

３　

余
興
と
し
て
の
詩
吟
・
剣
舞
を
言
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。

４　

木
庵
は
福
建
の
出
身
で
、
明
国
か
ら
渡
来
し
た
臨
済
宗
黄
檗
派
の
僧
、
木
庵
性
瑫

（
一
六
一
一
～
一
六
八
四
）。

５　

拙
稿
「
王
治
本　

明
治
三
十
八
年
秋
冬　

越
中
・
加
賀
・
越
前
等
に
お
け
る
詩
文
交
流
」
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（『
日
本
語
日
本
文
学
論
叢
』
第
十
三
号
、二
〇
一
八
年
）
八
十
二
～
八
十
三
、一
一
三
頁
。

６　

拙
稿
「
王
治
本　

越
佐
の
旅
お
よ
び
そ
の
間
の
詩
文
交
流
―
追
補
」、『
新
潟
県
文
人

研
究
』
第
十
七
号
、
二
〇
一
四
年
。

７　

見
附
市
史
編
集
委
員
会
編
『
見
附
市
史
』
下
巻
㈠
、
見
附
市
役
所
、
一
九
八
三
年
。

８　
「
做
鷺
鷀
談
」
は
一
応
こ
う
訓
読
し
て
み
た
も
の
の
、
読
解
で
き
な
い
。

９　

本
詩
は
『
小
舫
遺
稿
』
で
は
「
東
京
庵
雅
集　

十
月
念
八
同
人
招
請
王
漆
園
先
生
席

上
次
湘
香
詞
宗
韻
」
と
い
う
題
で
、
詩
句
に
次
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
。
旗
亭
相
集⇒

歓
娯
佳
節
、
残
菊
松
間⇒
幽
菊
籬
辺
、
戦
将
止⇒

多
逸
興
、
興
弥⇒

入
高
。

10　
『
札
幌
農
学
校
一
覧　

自
明
治
三
十
九
年
至
明
治
四
十
年
』（
札
幌
農
学
校
、
明
治

四
十
年
三
月
十
四
日
）
第
十
一
章　

学
生
生
徒
名
（
明
治
三
十
九
年
十
二
月
末
日
現
員
）

に
「
土
木
工
学
科　

第
一
年
級
生
徒
」
と
し
て
「
陳
樹
棠　

清
国
人
」
と
あ
る
。

11　
『
明
治
四
十
年
十
月
一
日
現
在　

北
海
道
庁
職
員
録
』
に
「
秘
書
係　

属　

五
級　

文

官
普
通
試
験
書
記
、
文
官
普
通
懲
戒
委
員
会
書
記　

猪
飼
知　

北
海
道
平
民
」
と
あ
る

の
が
、
猪
飼
藻
山
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

12　

本
句
は
蘇
軾
の
「
石
蒼
舒
酔
墨
堂
」
詩
の
「
人
生
識
字
憂
患
始
、
姓
名
粗
記
可
以
休
」

の
句
を
踏
ま
え
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

13　

こ
の
よ
う
な
内
容
の
句
は
自
然
に
口
を
衝
い
て
出
て
く
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
一

応
李
白
の
「
将
進
酒
」
の
「
会
須
一
飲
三
百
杯
」
の
句
を
踏
ま
え
て
い
る
と
記
し
て
お

こ
う
。

14　

こ
の
「
闌
酔
」
は
「
爛
酔
」〔
泥
酔
す
る
こ
と
〕
と
同
義
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

15　

前
掲
『
北
海
道
人
名
辞
書
』。

16　

本
句
は
「
世
事
譲
三
分
、
天
空
地
闊
。
～
」（
凡
そ
物
事
は
三
分
譲
歩
す
れ
ば
、
心

の
中
の
煩
悶
が
な
く
な
る
。
～
）
と
い
う
諺
を
も
じ
っ
て
、
人
生
の
何
分
の
一
か
は
す

で
に
過
ぎ
た
と
い
う
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

17　

こ
れ
は
陰
暦
。
こ
の
年
の
陽
暦
の
十
月
二
十
八
日
は
、
陰
暦
で
は
九
月
十
一
日
。

18　
「
談
瀛
」
は
李
白
の
「
夢
游
天
老
吟
留
別
」
詩
の
詩
句
に
基
づ
き
、「
海
外
の
事
を
談

論
す
る
」
意
。

19　

昔
の
行
軍
用
の
道
具
―
「
刁
斗
」
の
こ
と
。
鍋
と
し
て
炊
事
に
使
う
と
と
も
に
、
夜

間
は
た
た
い
て
時
間
を
知
ら
せ
る
の
に
も
使
っ
た
。

20　
「
滄
海
横
流
」
は
政
治
が
混
乱
し
、
社
会
が
動
揺
し
て
い
る
意
。

21　

http://w
w
w
.cnnb.com

.cn　

中
国
宁
波
网				

二
〇
一
二
年
十
月
二
十
三
日		07:14		

「
5
位
老
宁
波
开
『
阿
拉
灵
桥
』
微
博 

 

和
你
说
说
灵
桥
的
那
些
事
」。

22　
「
史
詩
」
は
、こ
れ
ま
で
の
社
会
の
姿
や
人
々
の
生
活
を
映
し
出
し
た
長
編
の
叙
事
詩
。

23　
「
老
学
葊
（
庵
）」
は
陸
游
晩
年
の
書
斎
の
名
。
こ
こ
で
は
陸
游
そ
の
人
と
そ
の
著
書

―
『
老
学
庵
筆
記
』
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

24　
『
漢
語
大
詞
典
』
第
六
巻
一
三
二
八
頁
。

25　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
ち
く
お
ん
き
」
の
項
に
は
、
蓄
音
機
は
「（
一
八
）
九
二

年
に
国
産
の
も
の
が
つ
く
ら
れ
た
」
と
あ
り
、
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
）
の
尾
崎

紅
葉
の
「
三
人
妻
」
の
用
例
な
ど
が
載
っ
て
い
る
が
、
三
十
九
年
の
時
点
で
も
「
新
生

事
物
」
の
印
象
が
強
か
っ
た
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

26　

本
句
は
、
孟
棨
の
『
本
事
詩
』
嘲
戯
所
載
の
故
事
に
基
づ
き
「
人
の
体
が
痩
せ
こ
け

て
い
る
」
こ
と
を
表
す
「
山
字
肩
」
と
、詩
を
吟
じ
る
と
き
そ
び
や
か
す
（
と
さ
れ
る
）

詩
人
の
肩
を
言
う
「
吟
肩
」
と
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
表
現
。

27　

八
回
手
を
こ
ま
ね
く
間
に
八
韻
が
で
き
た
と
い
う
唐
の
温
庭
筠
の
こ
と
（『
全
唐
詩

話
』）
を
い
う
。

28　
「
窺
」
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
「
窮
」
に
作
る
の
を
妥
と
す
る
。「
水
窮
山
複
」
は
、

陸
游
「
遊
山
西
村
」
の
「
山
重
水
複
疑
無
路
、柳
暗
花
明
又
一
村
」
を
意
識
し
た
表
現
か
。

29　

本
句
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
で
は
「
欣
看
大
地
豁
然
開
」
と
な
り
、「
大
地
」
の

右
側
に
「
曠
野
」
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
第
六
字
は
、『
北
海
』
の
方
が
妥
で
あ
る
。

30　
「
密
」
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
「
寒
」
に
作
る
の
を
妥
と
す
る
。
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31　

本
句
は
関
場
理
堂
資
料（
81
）に「
高
樹
低
苑
圧
画
軒
」〔
高
樹　

低
苑　

画
軒
を
圧
す
〕

に
作
る
。

32　

本
句
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
「
風
流
化
粧
最
消
魂
」
に
作
る
。

33　

本
句
は
杜
牧
「
山
行
」
詩
の
結
句
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

34　

こ
の「
西
」は
小
題
の「
西
院
」の
こ
と
だ
ろ
う
が
、西
院
と
は
西
本
願
寺
札
幌
別
院（
現

中
央
区
北
3
条
西
19
丁
目
）
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

35　
「
暫
」
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
「
暮
」
に
作
る
の
を
妥
と
す
る
。

36　

承
句
以
下
三
句
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
「
紅
樹
紅
干
好
放
舟
。
正
是
秋
凉
明
月

朗
、
玉
蕭
声
裏
夜
慿
楼
。」〔
紅
樹　

紅
干　

舟
を
放
つ
に
好
し
。
正
に
是
れ
秋
凉　

明

月　

朗
ら
か
な
り
、
玉
蕭
声
裏　

夜
楼
に
慿
る
。〕
に
作
る
。

37　
『
北
海
』
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
こ
の
個
所
、
判
読
困
難
。

38　
「
盤
曲
」
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
「
活
水
」
に
作
る
。

39　

本
句
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
「
也
堪
喚
作
玉
芙
蓉
」〔
ま
た
喚
び
て
玉
芙
蓉
と

作
す
に
も
堪
え
た
り
〕
に
作
る
。

40　

本
句
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
「
一
湾
篠
路
傍
前
川
」
に
作
る
。

41　

篠
路
（
現
札
幌
市
北
区
）
は
幕
末
よ
り
前
、サ
ケ
・
マ
ス
漁
場
と
し
て
始
ま
っ
た
集
落
。

42　
「
慶
有
秋
」
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
「
已
早
秋
」
に
作
る
。

43　
「
隊
」
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
「
陣
」
に
作
る
。

44　

豊
平
館
は
現
中
央
区
中
島
公
園
内
に
あ
る
高
級
ホ
テ
ル
。
最
初
の
利
用
者
は
明
治
天

皇
で
、
十
四
年
の
札
幌
行
幸
の
時
、
行
在
所
に
用
い
た
。

45　
「
画
」
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
「
曲
」
に
作
る
。

46　

本
句
は
関
場
理
堂
資
料
（
81
）
に
「
万
里
担
簦
来
此
游
」
に
作
る
。

47　

黒
田
清
隆
像
に
関
し
て
は
、
札
幌
市
立
中
央
図
書
館
調
査
相
談
係
の
中
根
氏
に
多
く

の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（
し
ば
た
・
き
よ
つ
ぐ　

本
学
名
誉
教
授
）
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